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【科目】物質工学実験 IV

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

藤野 正家
中島 敏
田部井 康一

【授業目標・教育方針】
実験を通して自然現象を物理化学的視点から理解する。定量的で高精度な実験技術を身に付け、データ処理能力・考
察力・報告書作成能力を養う。

【授業概要】
化学実験の安全、実験誤差の取り扱い、レポートの書き方を学び、以下の中からローテーションで指定されたテーマ
の実験を行う。
１．電気化学的実験：電解質溶液の輸率を測定する。起電力を測定する。
２．熱力学的実験：溶解度を測定し、溶解熱を求める。
３．吸着実験：活性炭・アルミナへの物質の吸着挙動を調べる。
４．粘度測定：高分子溶液の粘度を測定し、分子量を求める。
５．反応速度解析：反応速度定数、活性化エネルギーを求める。
６．ガラス細工：管の接合、Ｔ字管、Ｙ字管の作成等を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：物理化学実験の手引き：足立吟也他：化学同人
参考書：物理化学実験法：鮫島実三郎：裳華房
参考書：物理化学実験法：千原秀昭：東京化学同人
参考書：新しい物理化学実験：小笠原正明他：三共出版

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
実験着（白衣等）、保護めがね

【メッセージ】
・実験は安全に留意して行うこと。
・遅刻、欠席をしないこと。
・レポートの提出期限を厳守すること。

【成績評価方法】
［前期］レポート、実験態度等を総合的に考慮して評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力

【授業計画】（授業名：物質工学実験 IV）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 講義 実験概要の説明と安全に対する諸注意
第 2 回 発表 指定されたテーマの実験の原理や方法について発表す

る。
第 3 回 実験１ 実験（ローテーション１）
第 4 回 実験１ 実験（ローテーション１）
第 5 回 実験１ 実験（ローテーション１）
第 6 回 実験２ 実験（ローテーション２）
第 7 回 実験２ 実験（ローテーション２）
第 8 回 実験２ 実験（ローテーション２）
第 9 回 実験３ 実験（ローテーション３）
第 10 回 実験３ 実験（ローテーション３）
第 11 回 実験３ 実験（ローテーション３）
第 12 回 実験４ 実験（ローテーション４）
第 13 回 実験４ 実験（ローテーション４）
第 14 回 実験４ 実験（ローテーション４）
第 15 回 まとめ 実験装置、器具、道具類の後片付けおよび清掃
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